


















り低温であると考えられる。図 1(a)では3239 cm・にのみ極大が観測された。それに対し図 1(b)では3060
cm・と 3210 cm・の二つの極大が観測され、これは以前に三上らによって報告されたスペクトルとほぼ同
じである[1]。これらはすべて oH伸縮振動と帰属することができ、図 1(b)の2つの極大は2種類の異性
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